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① 本稿は17C初めにドイツで活動していた Cluveriusの Introdvctionis in vniversam geographiam, tam veterem, 
quam novamの第 1巻および第 2巻の第 1章～第 7章の本文と，同第 8章以下の章題を訳したものである（本
文244ページのうち訳出箇所は53ページになる）。
② 翻訳に利用したのは Internet Archive(https://archive.org/)で提供されている，philippicluverii00clve_4.pdfで
ある。適宜 philippicluverii00clve_2.pdfも参照した。philippicluverii00clve_4.pdf（その第 6 巻）は 1629年の刊
行であり philippicluverii00clve_2.pdf（その第 6巻）は1641年の刊行である。Cluverius のこの著作は彼の死後
に増補されつつ刊行されているが，この両版は（翻訳箇所の本文については）ほぼ同一内容である。
③ CluveriusはたとえばMartin （2005）でも言及されるなど，現在でも全く忘却された地理学者ではない。しか






























Cluverius の Introductionis in universam geographiam, tam veterem quam novam
――第1巻および第2巻1～7章の翻訳――







第 1章　Geographia 1）とは何か　および地球すなわち地－球 2）とは何か
　Geographiaとは，我々に知られている限りでの全地の記述である。この名称はギリシア語である。すなわち，
ないしは （合成の場合はそれに代わって が用いられる）つまり地と， つまり記述と，から合
成され，かくして つまり地の記述，となる。そして Geographiaは Cosmographiaとは全体に対する
部分として，Chorographiaとは部分に対する全体として，相違する。というのも Cosmographiaは， す
なわち世界と とからなり世界－記述と呼ばれるものであり，宇宙すなわち世界の，諸要素ならびにアイ



















　北極は，Borealisすなわち Boreus，また Aquilonarisすなわち Aquilonius（これらはこの地方から吹き出す
Boreaすなわち Aquiloneventusによる），また Septemtrionalisと呼ばれる（これは，Triones［熊座］と呼ばれ，我々
が生活するこの場所でいつでも見える，7星による）。


























































































































（Aegyptusの都市），三番目は Alexandria（同じく Aegyptusの都市），四番目は Rhodus島を経，五番目に Roma
を通り，六番目は Euxinum海，七番目は Borysthenis河口である。後世，さらに遠くで地が居住されることを
経験した人々は，47°まで引き上げて，24のクリマタを設けた。第一はMeroeを通り，第二は夏の回帰線下の
Syrenenを通り，第三は Alexandriaを通り，第四は Rhodus島を通り，第五は Romaおよび Hellespontusを通
り，第六はMediolanumおよび Venetiaeを通り，Euxinum海，七番目は Podoliaと小 Tartariaとを通り，第八は
Wittebergamを通り，第九は Rostochiumを通り，第十は Hiberniaを通り，第十一は Norvegiaの要塞 Bohusを通り，
第十二は Gutiamを通り，第十三は Norvegiaの街 Bergosを通り，第十四は Finnaの街 Viburgiumを通り，第









川源泉を通り，第二は冬回帰線の下の，俗に Cabo de Corientesと言われる岬を通り，以下同じ。ここに，各クリ
マ・平行圏の等夜線からの隔たり，それら相互の間隔，最大の昼の長さ（それはより容易に推定される）を，表
として供する［表 1］。









































































































































































































て Ptolemaeusは本初子午線を Fortuna島（今は Canarias島と呼ばれている）に置いた［プトレマイオス 1.11］。
その後 Hispaniaの船乗りは Assorus島に置き，さらに別な人々は Hispania中央に置いている。赤道からそれぞ




























る名詞を用いる。Germania人はこのように 32 の名称を配している［図 5］。













は 1GMCになる。ここから地球の 1 度は千歩で60，GMCで15，となる。Graecia人は自分たちの距離をスタ




て Germania・Dania・Norvegia・Suedia・Anglia・Scotiaで用いられている。それは meileおよび mileである。
Polonia・Bojohaemiaでも同じである。さらに Slavicae諸国ではmila・mileである。同じく Italiaではmiglioである。





ざまな地方に応じて地球の 1度にあたるものを15とする単位 [＝ 1GMC]を，あるいは大 milliaria，あるいは小
milliaria，あるいは共通 milliaria[＝ GMC]，と言う。そして Hispaniaと Galliaとでは leucaeは等しくない。同
様に他の国々ではmilliariaが等しくない。Angliaの大多数の数学者の 60M.は ItaliaM.と同じく 1度に宛たる。
図 6　さまざまな国における距離の測度













と Pliniusは言う [Plinius 4.94～ 95, 2.172]。Tacitusには，無気力にしてほとんど動かない海がある [Tacitus 45]。
東へは Serica地方に向けて Sericusと言われる。Sericaは今は Kitaiaである。そして Sina地方（Hispania俗語
で Chinaと呼ばれる。Germanicusの記録者にならば Tschinaと書くところ）に向けて Sinensisである。そこか
ら，Hippadis海が続く。俗に Archipelagus S. Lazariである。そこに島が多いゆえ，Europaの Archipelagusすな
わち Aegaeum海と比較の上でこのように呼ぶ。ついで南に大洋は Indicusである。すなわち，India・Persia・
Arabas・Aethiopesを東から洗う。その一部，Indiaの川である Gangeが流入するところを Gangeticusと言う。






る）は，この海の Ogyri島に墓所があった Erythra王にちなむとする [Plinius 6.107～ 108]。さらに Erythraeum
海と Bona Spes岬とまで南洋のもう一つの部分が西に向かって始まる。Nigri河口まで Aethiopiaを洗うかぎ
り Aethiopicus洋すなわち Aethiopicum海である。そしていまや Atlanticus洋（Mauritaniaの山すなわちその岬
Atlasによって呼ぶ）すなわち Atlanticum海がある。Hispaniaの Artabrum岬（俗に Cabo de Roca）までである。
ここから Galliaの Celticae（俗に le Four）までが Gallicus洋である。それは，Hispaniaの Cantabricus地方を洗
うかぎり，Cantabricus洋と呼ばれる。Galliaの Aquitania州のかぎり Aquitanicus洋である。ついで Britanniaと
Galiaの間が Britanicus洋である。Hibernia・Britannia間が Hibernicus洋，Scotia（かつて Caledoniaと呼ばれた）
の北が Caledonicus洋（Ptolemaeusは誤って Deucaledonius洋とした）である。Britanniaを超えて Cimbrosす




地の間に流れ込んでいる水域は全て Hispania語でMar del Zurすなわち南の海であり，他の名称では波の穏やか






描いている。第一に Plinius[4.96]の Codanusの巨湾で，かつて Sueuiが近くにいたので Tacitusは Sueuicum海
と呼んだ [Tacitus 45]。今は俗に Balticum海と言い，Germanicusの言葉では die Ost Zeeすなわち東海であり，
Pomerania・Dania・Suedia・Livonia・Prussiaの間にある。第二は Europa・Africa・Asiaに介在し，Maeotis
















からは Calpeで，Africaからは Abyla山で切り離し（と古人は信じた。そしてこれは Herculesの柱と，あた
かも彼の最果てでの功業であるかのように言われる），Europa・Africa・Asiaの間に散らされる。そこから，
Mediterraneusという俗名が，この海に付せられた。海峡自体，その入り口のようなものであるから，それの
前に位置する有名な Gades島にちなんで Gaditanumという異名が付けられた。そして他の Herculeumとい
う名称は，Herculesが Africaから Hispaniaに渡ったという伝説による。海自体が入り込んでいくと，左手に
は Europa，右手には Africaが控え，両者の間，最奥に Asiaがある。この海は，それが洗う各地方の岸に応じ
てさまざまな名称のなかに散っている。Iberiaすなわち Hispaniaでは Ibericum海すなわち Hispanicum海と呼
ばれる。Baleares島周辺では Balearicum海，Narbonensisでは Gallia州湾，つづいて Liguriaでは Ligusticus
湾，そこから Siciliaへは Tuscum海（これをギリシア人が Tyrrhenumと呼び，Latin人は下の海と呼んでい
た），Corsica島周辺では Corsicum海である。Siciliaから Cretaまでは Siculum海，Cretaから Cyprusまでは




である。Siciliaと Adriaticum湾との間が Ausonium海と呼ばれる。Italiaのこの部分がかつて Ausoniaと呼ばれ





して巨大な湾に溢れ出る。最初の海峡を Hellespontumという。Persa王 Xerxesは Graeciaと戦争するためにこ
こに舟橋を広げて進軍した。それから細い海峡が延びる。ついで水面は広がり，再び隘路に遭遇する。Laxitas 
Propontisと呼ばれる。あたかも Pontusの玄関のようである。Thraciaの Bosphorus海峡である。水路を牛が渡





島周辺は Rhodium海，Pamphyliaでは Pamphylium海，Ciliciaでは Cilicium海である。さらに Syriaあたりは
Syriumないしは Syriacum海，Cyprum島は Cyprium海，Ciliciaの有名な街である Issus沖は Issicus湾，とい
う。Phoenicenでは Phoenicium海，Palaestinaでは Palaestinum海，Iudaeaでは Iudaicum海，Aegyptusでは
Aegyptiumないしは Aegyptiacum海，Cyrenaica地方では Cyrenaicum海，ここから Libyaすなわち Africaでは








れていた。Pliniusの第 2 巻第67章は，この大陸の周航について述べている。Gadesおよび Herculusの柱から
Hispaniaおよび Galliaを巡るには，彼の時代，すべて西に航行されたこと，そして，神君 Augustusの権威のも
とで，広大な海を展望し Scythicam方面および水分がはなはだ凝結するところまで少なくとも伝聞で知るために，
艦隊に Germaniaを Cimbri岬まで巡回させ，北の方へ大洋が部分的に航海されたこと，である [Plinius 2.167]。
Tiberiusの命令でなされた事績については Velleiusの第 2巻によって知られる6）。さらに Pliniusは，Alexander
大王の勝利によって東洋・南洋の主要部分が Arabicum湾まで踏査されたことを書いている。そこではその後，
Augustの子 C.Caesarが Hispaniaの難破船から船章を見分けたということが起きた。Carthagoの勢威が盛んな
ときには Hannoが Gadeisから Arabiaの奥まで回航しその航海を記録した。Europaの外を知ろうとするため
に同時期に派遣された Hemilcoのように [Plinius 2.168～ 169]。同じ Pliniusの書中では Nepos Corneliusの著
書にも拠る。すなわち Neposの同時代人 Eudoxusは Aegyptus王 Lathyrumを逃れるために，Arabia湾から出
帆し Gadeisまで航海した。それよりも相当前に Caelius Antipaterは同じ点について，商売上の交際のために
HispaniaからAethioiaまで航海したと称する者を彼自身が見た，と断言する。さらに Pliniusの同じ箇所によれば，
Neposは，北方回航についても語っている。Galliaの proconsulである Q. Metello Celeriは Sueviの王から India
人を贈り物として贈られた，その India人は商取引のために Indiaから運ばれた者で，嵐のために Germaniaで





















を Asiaに配した。最近の者は Arabicum湾を Asia・Africaの端に置き，Aegyptusを Africaに加えた。実のところ，
全球の区分と境界とは古代の著作者の間でこのようにさまざまなものが，明らかに雑然と認められる。そして
Europaと Asiaとの間の境界については，伝統はより曖昧で確実さが乏しい。Tanais川について，その水源を完
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全に誤って Sarmaticus洋（かの Petzora川がそこに分け入る）に遠からぬ Riphae山とした者がある。他の者は，
Ponticum海・Caspium海の間にある地峡を，境界として設定した。彼らは Caspium海は北洋の湾で，Obius川
の巨大な河口の地方が湾入したものだと確信していた。しかし実は北の方で西から東の方 Obius河口までにわた
る全ての岸は Sarmatiamまで延びる。そして Sarmatiaは Europaの部分である。したがって，真実かつ確実な
Europa・Asaの間の境界を設けるためには次のようにせねばならない。Aegaeum・Hellespontum・Propntidem・








は Hyperboreum海すなわち北洋である。その最大長は，Hispaniaの Sacrum岬（いまは俗に Cabo de Vincente








すなわち Precopensis，さらに Neapolitanum・Sicilia王国である。archidux国は 1，すなわち Austriaeである。
magnus dux国は 3，Moscovia・Lituania・Tusciaである。公国および principes国は無数にある。Europaの姿
を Straboは龍になぞらえた。その頭が Hispania，頸は Gallia，胴体は Germania，右左の上膊が Italia・Cimbrica
の半島である。現代では，婦人の座像が宛てられている。頭が Hispania，頸は Pyreaeisの山の下にある Gallia














Graecia人はその最も有名な Iberiam川にちなんで初めから Iberiaと呼んだ [Plinius 3.21]。Asiaの人民たる Iberi
が Hispaniaに来往したことを Varroは伝えている [Plinius 3.8] が，彼らにちなんだのではない。Graecia人には
この地は Hesperiaでもあった。自分たちにとって西の方に位置していたからである。境界は東および南は内海，
立 岡 裕 士
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Gaditanum海峡，Atlanticum洋，西には同じ大洋，北は Cantabricum洋・Pyrene山脈（これによって Galliaか
ら切り離されている），である。その最大の長さは聖なる岬（俗にいわゆる Cabo de S. Vincente）から内海近く
の Gallia境内の Salsulae泉（俗に Salsas）まで約 190GMである。幅は Celtico岬（俗に Cabo Finis terra）から




西を Anas川に囲まれ，南はMurgim（いまは俗に Almeria）の街まで大洋および内海，東は Tarraconensisに隣
する。Tarraconensisとは，Murgiから俗に Ciudad Realと呼ばれている街および Ana川に引かれた線で分けら
れる。Baeticaとは，中央を貫流する Baetius川にちなんでいる。豊かに守られていることおよびその肥沃さと
特異な名声とにおいて他州に抜きんでている [Plinius 3.7]。Baetius川・Ana川に挟まれ Baeturiaと呼ばれる部
分では，東には Turduli族が，西には Celtici族が Lusitaniaまで，長く延びて占居していた。今日，Baeticaは
Hispaniaの二つの王国 Granata・Andalusiaと，Castilia Nova・Estremanduraの一部を含む。Lusitaniaは，北は
Durius川，西は大洋，南は Ana川によって限られ，東は Civitate Regaliから Durius川近くの街 Samoraまで引
いた線によって Tarraconensis州と分けられる。Lusitaniaというのは伝説上の Bacchusの伴 Lususと Lysaとに
よって名づけられたと古人は主張する [Plinius 3.8]。Tagus河口の Olyssipoの街は Ulixesによって創られたと言
われた9）。今日では，Portugallia王国のほぼ全域と Castilia Veter・Castilia Novaの一部にあたる。Hispaniaの残
りの部分を Tarraconensis州が占める。その首邑である Tarraconeによって名づけられた。ここには，かつて有
名であった Celtiberi族が Iberus川の右岸に広く住んでいた。その首邑 Segobrigaは，いま俗に Segorbeという。
Romaに攻略された有名な Numantiaはまさに Celtiberia地方の今の Almasanである。ここから Uasconesであ
る。Pyrenaeis山地に付着している今日の Navarra地方の大部分がここである。その首邑の Pompelonすなわち
Pompeiopolisはいま俗に Pompelonaという。Varduliは今の Guipuscoaで，その首邑 Flaviobrigaは今の Bilbao
である。Cantabricus海に名前を譲った Cantabriは今の Biscajaであり首邑は Iuliobriga，今の Val de Vieceで
ある。Asturesは今の Asturiasで，その首邑 Asturicaは今の Astorgaで，かつては大都市であった。Gallaeciは
Minus・Durius両川の間にあり，その Brigantiaは今の Bragoncaで，現在は Portugalliaの一部である。Vaccaei








　大河で令名高きものは，Tarraconensisでは Iberus川（いまは俗に Ebro川）で，商船で満ちている [Plinius 
3.21]。Baeticaでは Baetis川（いまは俗に Guadalquivir川），Baetica・Lusitania間に Ana川（いまは Guadiana
川），全てMedelianaの街まで地下水路を満たす [Plinius 3.6]。約 8GMをすぎてから再び地上に現れる。Tagus
川（川沿いでは俗に Tajo）は Tarraconensis州に源を発し大洋に貫入する。Lusitania中央を通り抜け，かつて砂
金で有名であった [Plinius 4.115]。Lusitania・Tarracnensis両州間の Durius川（俗に Duero川）は Celtiberisの
Numantia北方に源を発し同じ大洋に流れ込む。かなた GallaeciaにはMinius川（いまは俗にMinio川）がある。
Pyrenaeusの麓には Sicoris川（俗に Segre川）が，Ilerdumの街を流れ下って Iberus川に入る。全 Hispaniaで
かつて有名であった都市は，Baeticaでは Astigi（いまは俗に Ecya）・Hispalis（いまは Sivillia）・Corduba（いま
は俗に Cordova）である。Lusitaniaでは Augusta Emerita（いまはMerida），Tarraconensisでは Pallantiaと先述
の Numantia，同じく Tarraco（俗に Tarragona）である。Scipioの事績は，かつてこの場所で行われた海戦のう
ちで最も力強いものである。Caesar-augustaすなわち Caesarea Augusta（俗に Caragoca）は今日でも Hispania
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全都市のなかで最も華麗である。Asturicaは前述した。一方，Carthago Noua（俗に Carthagena）は Poenii人の
創建で有名である。Saguntus（いまはMorviedro）は信頼と苦悩との令名を残している [Mela 2.92; Plinius 3.20]。
第 5章　Hispania の住民，ならびに近年の区分について
　洪水の後に諸種族が分散したときにノアの孫トバルが最初に Hispaniaに来着した，と現代の著作家たちは
Iosephusを根拠として断言する。Iosephusは Tubalemを Ponticum海・Caspium海の間の Asiaの Iberiaにいた
とした10）。僅かな誤りもなく，Iberii人が Asia・Persiaを出て全 Hispaniaについたことは，M. Terentius Varro
が伝えている [Plinius 3.8]。アスケナゼから増えた Celtae族がすべて洪水の後に Hispania・Gallia・Britanica島・
Germania・Illyricumを占居したことを，一族の作者について作品を見抜くことができるように，私は見抜くこ
とができる。それらの名前が Hispaniaの多くの場所に固着されていることはギリシア・ローマの著者たちが報
告してさえいる。Baetica・Lusitaniaの一部，Celticum岬（いま俗に Cabo finis terra）までの Tarraconensis州
の一部，に住んだ Celticiの名前と同じことである。Iberus川のほとりに住む Celtiberi族の名前も同様である。
Pliniusは Tarraconensis州の人民である Oretaniに Germaniと名前を付ける [Plinius 3.25]。その根拠を私は知




地に誰か Graecia人が居住したことは（詩人 Silius[3.366～367]が欲するように）Graviiから Grajiに訛った
Graeciaの城砦 Tyde（いまは俗に Tuy）が，今日 Gallaeciaの一部である，Tarraconensisにあることからわか
る。その後，Carthaginiensisはそれのより大きな部分に住み着き，内海のほとりではかの Amilcareを占居した。











Legioの Ferdinandus一世は，婚姻で結びつけられた Castiliaによって，自己の王国を Castiliaという一つの名称
で呼んだ。その後，Mauriが征服され駆逐されたため，Gallaecia・Andalusia・Granata・Murcia・Navarraを攻




　Arragonia王国は初め，Navarra王 Sanctius Magnusの庶子 Ramirusが1016年に樹てた。この後名声によって
Cataloniaと Valentiaとが合併された。Iacobus王は1252年に Balares島を自身の武力で占拠し，誓約によって
Arragonia王国を Christianaに併せた。最後に Castella・Navarra王 Ferdinandus六世（Carolus五世の母方の祖父）
は婚姻によって Castellaと Arragoniaとを結合した。その後，Ferdinandus三世が Granatense王国に押し込めて
いたMauriを Iudae族とともに全 Hispaniaから1492年に追放した。























めに危うくなるからである。Arragoniaの首府 Caesaraugusta（俗に Caragosa）は Hispaniaの都市なかで最も壮
麗である。Pompelonすなわち Pompeiopolis（俗に Pompelona）は Navarraの首府である。かつて王国の首府で
あった Valentiaはいまは Hispaniaのさまざまな功業のなかで最も優美である。王国の首都Murciaは Hispania
の公園と呼ばれている。Carthago Nova（俗に Carthagena）は内海に臨む Hispania最上の港である。王国の首





豪壮な D. Laurentius修道院がある。Philippus二世の造作で，1557年に Picardiaの S. Quintinum付近で展開さ
れた Gallusに対する勝利を記念して建てられた。Castellaの旧首府である Burgi（俗に Burgos）はその古さと
偉大さのために有名である。Valliadolidは Europaの最も輝かしい都市の一つに数えられている。Gallaecia の首
府 Compostella（俗に S. Iagoとも）は D. Iacobus Apostolusの前面にあり，その位置によって有名になったと信









Cluveriusの Introductionis in universam geographiam, tam veterem quam novam ――第1巻および第2巻1～7章の翻訳――
―２２５―
に，その名前が付けられたと考えられる。また Graeci人によって Gymnesiaと呼ばれていた [Plinius 3.77]。こ
れは， すなわち裸体による。というのは島民は相当の間裸で暮らしていたと言われるからで
ある [Diodorus 5.1.17]。いまは俗にMajorca・Minorcaである。Pyraticaにはかつて極めて多くの人が生活して
いた。彼らは Romaに逆らって Carthaginiensisに貢納の義務を負い Hispaniaが征服されるまで Romaによっ
て圧迫された。その後Mauriが Africaから占領すると，Hispaniaを荒略し，王国を Ebususに近接するこの島
に樹てた。上で述べたように，遂には Arragonia王 Iacobusがそれを駆逐した。EbususはMajoricaと Hispania
との間に位置する。穀物は，私が他に認めるほどには豊かではない。成長したものであれ持ち込まれたものであれ農
地で熟するものを維持できないほどに有害な生物は全く存在しない13） [Mela 2.125]。今日，俗に Yuicaと呼ば
れ，塩が豊富なことで極めて有名である。古代人にとっては我々の世界の最末端であった Baeticaの入り口にあっ
て，Gades島は海峡に近接している。Gadesは，陸地からは僅かに隔てられ，あたかも川で切り離されているか
のように思われる。そこへ，Tyrius人たちは Rubrum海から進んできた。Erythrae 14）を Poeni人は彼らの言葉
で Gadirすなわち垣根と名づけた。Herculesに牛を連れ去られた Geryonemはここに住んでいたと語られてい































　 9　Rhenumu川此岸 Gallia内に孤立して位置する Germania帝国の諸州について
　10　Svevia・Franconia・Platinatus Rheni




































































　 2　Asiaの Scythia・Asiaの Sarmatia　さらに Serica・Sogdiana
　 3　Tattaria誌 概
　 4　荒蕪 Tattaria・Zagataia・Turckestan


























立 岡 裕 士
―２２８―
　 2　Aegyptus
　 3　Aegyuptusの住民および Nilus川について　さらに沿海 Lybiaについて
　 4　Cyrenaica・小 Africa・荒蕪 Lybia・Troglodyta・Garamantes
　 5　Numidia・Mauritania
　 6　Gaetuli・Atlas山・内陸 Lybia・Aethiopia












高橋正（1965）古代ギリシア・ローマの帯圏説に関する覚書。人文地理 17，337 ～ 355
立石博高編（2000）『スペイン・ポルトガル史』山川出版
日本聖書協会（2018）『聖書　聖書協会共同訳』日本聖書協会
Bostock, J. & Riley, H.T. (1855) The Natural history of Pliny vol.1. Henry G. Bohn
Kish, (1978) A source book in geography. Harvard Univ. Pr.
Martin, G.(2005) All possible worlds. Oxford Univ. Pr.
注
1  ）地理学と chorographia・topographiaとの関係をより明確にするために，本章では原語のままに表記した。
geographiaは他の箇所では地理学と表記している。
2  ）ここでは globusを「地球」，orbis terraeを「地－球」と訳し分けた。しかし他の箇所では globus terraeや
単なる orbisという表現も見られるので，以下ではここのように併記されているのでない限り，特に訳し分け
ず全て「地球」とする。
3  ）ここで「等夜線」と訳したのは aequinoctialisであり，赤道を意味する。赤道を意味するもう一つの単語
aequatorも使用されているため訳し分けた（aequatorは「赤道」とした）。
4  ）距離の測度については本書第 9 章で説明されている。本訳稿では passum（≒ 1.5m）を「歩」と訳し，




6  ）ウェレイユス 2.106.3 には，AD 5 年に Tiberiusの派遣したローマ艦隊がエルベ川を遡上して勝利を収めた
ことが記されている。
7  ） Hispaniaの豊かさについては，Plinius 3.7, 3.30, 4.112, 4.116; Mela 2.86; Strabon 3.1.6, 3.2.1～ 3.2.4, 3.2.6～
3.2.11, 3.3.4, 3.3.5, 3.4.2, 3.4.6, 3.4.8, 3.4.11; Torogus 44.1.5, 44.3.4-6, 44.4.15に見られる。次の下線部はMela 
2.86とほぼ同文である。
8）トログス・ユスティヌス 44.1.2。ただし王であることは明記されていない。
9  ）Bostock & Riley(1855, p.365)注 6 は，Ossipo創建を Ulixesに帰する説話は，Straboのほかに Solinusと
Martianus Capellaとに見られるとする。しかし訳者はStrabon中に見つけることができなかった（Strabon3.2.13, 









　 　第2章で注記したように Plinius 3.8はアジア人からイベリアへの移住に関するVarroの記事を引用しており，
また Plinius 6.29, 6.30, 6.30～ 39, 6.30～ 40には，アルメニア（Cyrus川近く）に Hiberes人がいることが書か
れている。しかしその Hiberes人がイベリアに移住したとは Pliniusは書いていない。
11 ）フェニキア人が最初の植民であるというのは，フェニキアの植民がホメーロス以前であるという Strabon 
3.2.13, 3.2.14 などの記事によるのであろうか。ガデスへの植民は Strabon 3.5.5に記されている。Diodorusに
関しては直接の記事を見つけることができなかった。
12）Strabon3.5.1に詳しい。投石器の記事は Diodros 5.17.1; Plinius 3.77にも見られる。
13）害獣がいないことは，Strabon 3.2.6, 3.5.2には，Gymnesiaの記事として，やや違う形で掲載されている。
14 ）Pliniusは街の名前を Erytheaとし，創建者が Erythra海から来たのでそう名づけられたと説明する。
Cluveriusが街の名を Erythraeとするのは錯誤であろうか。
立 岡 裕 士
―２３０―
Cluverius was a german geographer in the early 17th Century. His book was written in Latin. This
writer translated a part of it into Japanese.
Cluverius’s Introductionis in universam geographiam,
tam veterem quam novam
an translation of volume 1 and ch.1-7 of vomule 2
TATUOKA Yuuzi
―２３１―
